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極海洋の 表層水や海氷か ら分離 され たPo／aribacter は．当 該環境 の春

一秋で の 高い 生 物活性維持 に 寄与 して い る と考 え られ る の で ．群集維

持 に 働 く水平 遺伝
．
子伝 達 （HGT ） の 媒 体 と してPofaribacterの 広 宿

主 域 遺伝子伝達 粒子 （VP ） を検 討 した、　 VP の 特 徴 は宿 主染 色 体 遺

伝子 を系統 的に 離れ た 受容菌に 伝達 し，感染 で 生 じた形 質導入 体 か

らde　nOVQ に 出芽生 産され た 粒子が，連続 的な 形質導入 を行い 微生 物

群 集 に 遺 伝 子 を供 給す る 新 規 の IIGT −i三体 で あ る．　 Polfirlbficter

tiVamentus　ATCC700397T ；ノ「frnnzmfinnfl
’
ATCC700399 を1〆2　Zobell

で 24時 間明条件．10℃，14日間振盪培養 し電 顕 観察 した とこ ろ，通 常

海 洋 観 測 さ れ る ウ イ ル ス 様 粒 子 よ り大 型 粒 子 （粒 子 径 P．
fi7amentus：86−346　nm ：E 加 刀跚 ∂〃 1∬ ：70−210　nm ）の 出芽生産を，
初 め て 確認 し た，Rfilfimentus の 生 産 粒 子 をCsC且平 衡密 度 勾 配 遠

心 法 に よ り精製 し．Upper：1．2893 ± 0．OlO2，　Lower：1、3719 ± O．0427
の粒子 を得 た．こ の うちUpper粒子 をffscberichih　coli　ABll57 に 多

重 感染度5で 感染 （30℃，30分） させ、受容菌致死効果 （EOP ） をLB
で ，栄 養要 求性 回復 をDavis選 択 培 地 で検定 した とこ ろ，EOP は 認め

られず，原栄 養 性 復帰 が 5．0 ± L6E・6　CFU 〆粒 子 の 頻 度生 じた．極 海

洋の 高い 生物 活性維持 へ ，VP の Phylaを超 えるHGT へ の 寄与が 示 唆

され る．
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Adverse 　effect　 on 　heat　stress 　due　to　increased　temperature 　in

plant　 contributed 　 to　the　 llmitation　 of　plant 　grQwth 　 and

devebpment．　It　can 　be　mitigated 　by　utilizing　symbiotic 　fungi　to

enhance 　plant 　 to ［erance 、　Previously　Veronaeoρ sis　sl
’
Mp ／ex

originated 　from 　the　 subtropical 　 area 　 showed 　strong 　grQwth

prometing 　activity 　on 　the βi
’
assica 　plant　and 　the　fungus　was 　also

abLe 　to　grow 　ir137℃ in　the　present　of　associated 　bacteria．　Here
we 　described　the　effects 　of　high　tcmperature 　on 　both　plant　and

fungal　 symbionts ，　 and 　the　role 　of　the　fungus 　under 　the　heat
stress ．　High　tcmperature 　affects 　not 　on ［y 　orl　the　growth 　of　the

fungus　but　on 　the　community 　changes 　of　the　associated 　bacteria
w ［th 匸he　fungi．　Associated 　bacterial　communities 　treated　with

high　temperature 　was 　analyzed 　by　Terminal 　restriction 　fragment
length　polymorphism 　coupled 　with 　 the　 sequence 　data　frQm　16S
rDNA 　gene　 cloning ，　Our　 rcsuLts 　indicated　 that 　populations　 Qf

bacter［a　were 　correlatcd 　with 　the　growth 　of　the　fungus　and 　the

members 　 of　bacteria　 were 　 not 　influenced　by　the　heat　stress ．　The
reLative 　 abundance 　 of　 species 　 particular 且y　 those 　belonging
Proteobacteria　 tcnded 　 to　be　 increased　 along 　 with 　temperature ，
The 　 associated 　bacteria　 were 　 also 　 re且ated 　to　the　IAA　prQduction
by　the　fungi　for　plant　supporting 　growth 　and 　have　been　reported

to　play　important　role　in　alleviating 　dctrimental　effects 　Qf　heat

stress．
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【目 的】多 くの グ ラ ム 陰性植物病原 菌は、ア シ ル 化ホ モ セ リ ン ラ ク

トン （AHL ） を介 した 細胞 間情 報伝 達 機構 ク オ ラ ム セ ン シ ン グ に

よ り病 原性 の 発現 を制御 して お り、人為的 にAHL を 分解する こ と

で病原性 の 抑 制が可 能で ある 。 こ れ ま で に、ジ ャ ガ イモ 葉か ら9株
の AHL 分解活性 を 有す るmobrobacten

「
um 属細菌 の 単離 に成功 し、

そ の 中の StLBO37 株 か ら新 規 AHL 分 解 遺 伝子 aiillfをク ロ
ーニ ン グ す

る こ と に成 功 した。本 研 究 で は、様 々 な酬 α η加 o館ぬ 辺 属細 菌 に

よ るAHL 分解 を調査 す る と と もに、　 aiillfの 分布に つ い て 解析を 行 っ

た 。

【方 法
・
結 果 1ATCC お よ びNBRC よ り入 手 し たMilrrobficterv

’
uin 属

細 菌 の 基 準株 15株 お よ び 他 の 植物 よ り単 離 し たMicrobneterium 　nc
細 菌 2株 の AHL 分 解活性 を調べ た とこ ろ 、全 くAHL 分 解 を示 さな い

か、長 ア シ ル 鎖AHL に の み 弱い 分解活性を示 す こ とが 明 らか と なっ
た。次 に 、高 い AHL 分 解 活 性 を 有 す る ジ ャ ガ イ モ 葉 由 来

MJI〔］robncteav
『
  属細菌StLBO18 株 とStLBO69株か らAHL 分解遺伝 子

の ク ロ ーニ ン グ に 成 功 し、塩 基 配 列 を決 定 した と こ ろ、ど ち ら も

StLBO37 株 の eii ］／と非常 に相 同性 の 高 い 遺 伝 子 で あ る こ とが 明 らか

となっ た。こ れ ら3株 の ama 内部 配列 中で 保存さ れ た 部位 を基 に プ

ラ イマ
ーを設計 し、PCR を 行 っ た とこ ろ、高 い AHL 分解活性 を有

す る ジ ャ ガ イモ 葉 由来9株 か らは∂覦 内部 配 列 の 増 幅 が確 認 され た

が、弱 い AHL 分解 活性 しか 示 さ な い 他 の 17株 か ら は全 く増幅 が 見

られ なか っ た 。 以 上 よ り、ジ ャ ガ イ モ 葉由 iRM ／icrobficterium属細

菌の 高い AHL 分解活性 は3鯉 に よる可能性が示唆 された 。
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ホ ソ ヘ リ カ メ ム シ CRiPtortus　pedestrls） は 中腸後端部 に 多数 の 袋

状組織 （盲嚢） を発 達 させ、そ の 内 腔 中 にffurkho／derta属の 共生 細

菌 を保 持 して い る。ホ ソヘ リ カ メ ム シ とBLirkhofdervlaの 内部共 生 は

共生 細菌の 母 子 間伝 達 を伴 わ ず、土壌 中に 生 息す るBurkhoidervlaを

孵化幼虫が 経口的 に獲得 する こ とで 成立す る 。 土 壌中に は きわ め て

雑多な細菌が 生息す る こ とを考える と、そ の 感染特異 性 は驚異 的と

も言 える。今回我々 は ホ ソ ヘ リ カ メ ム シーBurkho／derinモ デ ル 共生系

を用 い て 、どの ような メ カニ ズ ム が 共 生細 菌 の 感染特異性を裏打 ち

して い る の か 解明を試 み た。カ メ ム シ に食紅を吸汁 させ 消化管 内容

物 の 流路 を観察 した と こ ろ、食 紅 は盲嚢器官手前 （M3 ） まで は到

達する もの の 盲嚢 （M4 ）内に は まっ た く侵入せず、カ メ ム シ 中腸

で は M3 ・M4 問で 物 質の 流 入 が極 端 に制 限 され て い る こ とが 明 らか と

な っ た。さ ら にBurkholdenh と 大腸 菌の 共感染実験 を行 っ た とこ ろ、
共 生細 菌 の み がM3 −M4 連結部 を通 過 しM4 に 達 す る こ とが 明 らか に

な っ た。こ れ らの 結果 か ら、ホ ソ ヘ リ カ メ ム シ中腸 に は 物 質の 流 入

を 制限 しつ つ 共生細菌 の み を特異的 に通 過 させ る極 め て高度な細菌

選 別 機 構 が 発 達 し て い る と 結 論 さ れ た。発 表 で は さ ら に

Burfrhofderilaの 感染不全 株 ス ク リ
ー

ニ ン グ結 果 を紹介 し、共生 細菌

がM3 −M4 連結部を突破 す るた め に は鞭 毛運動性が 必須で ある こ と を

示 す。
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